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学校区分 私立 開催月
管理ID 200127 学生の受入日数 ２日間の就業体験に２社参加で述べ４日間 総受入人数 23

対象属性（文理） 単位認定 はい
低学年参加

他学校などとの連携か？ いいえ 報酬・支給 報酬・支給等はなし
実施形式

オリエンテーション　事前学習 内容詳細（自由記述） フィードバック時間 フィードバック頻度

オリエンテーション　事前学習（実施項目） 一部オンラインで実施

『第5回学生が選ぶインターンシップアワード』学校応募データ

学校情報 インターンシップ情報
2021年4月 　2021年5月 　2021年6月 　2021年7月 　2021年8月 　2021年9月 　2021年10月 　2021年11月

文系学生のみを対象
ISタイトル 大学低学年を積極的に受け入れていて、参加があった
まずは飛び込め！企業の魅力を考えるインターンシップ

前期授業15コマの「事前研修」では、個人及びグループワークを中心に次の3点の習得を目指します。
①【就労に対する正しい理解を深める】
・分業社会における業種・職種の違いや関係性について理解し、自らが働く姿をイメージする。
・自分にとっての「働く意義」と「良い会社」について、職業選択要因や働きがい＆働き易さの視点から考える。
・参加企業が予め作成した自社の魅力紹介動画を視聴し、学生が審査評価した上で応募する。
・実習先決定後、企業研究し、自分がそこで学びたいことを明確にする。
②【自分の適性や課題を認識する】
・社会人基礎力の自己評価やマイナビMATCH＋の受検結果を基に、社会人とのギャップを把握し、自分の適性や強み・弱みについて理解する。
・価値観や動機づけの構造を学び、自分のモチベーション・リソースやキャリア・アンカーについて考え、「働く軸」を明確にする。
③【今後の学生生活により主体的に取り組む契機とする】
・自分の強み／弱みに対して挑戦したい行動目標を設定し、宣言する。
・インターンシップ先での効果的な参加態度について考える。
上記について、自ら考え、人と意見を共有する「体感」型授業です。

FB内容詳細（自由記述）

【事前研修】
前期授業の終盤で、約30分間の講師との個別面談を行います。
それまでのワークでの学生の状況や毎回の振り返りアンケートを基に講師からフィードバックを行い、学生個人の課題意識と実行可能性を考慮して実習先での2つ目の課題である「個人行動目標」を擦り合わせ
ます。学生は挑戦する行動と数値目標を自分で決め、最終授業で全体に宣言します。
【実習中】
各社での共通点として、学生は日々の実習日誌で業務報告を行い、人事担当者や現場責任者からのフィードバックを受けます。
また、学内の学習支援システムの利用により、実習先が同じ学生はチームとして講師からモニタリング結果のフィードバックも受けます。
【事後研修】
全プログラムの締めくくりとして、大学祭での成果報告会に参加企業の方をお招きし、プレゼンテーション後に講評をいただくことで、学生は社会人の視点を学ぶ機会を得ています。

インターンシップ　実施項目

【実務体験】実際の業務を一部実施　【実務体験】社員の外回りの業務への同行　【疑似体験】ロールプレイングやシミュレーション形式の仕事体験　【疑似体験】課題に対するグループワーク（企画立案、課
題解決、プレゼンなど）　【疑似体験】課題に対する個人ワーク　【交流】社員の同行等による仕事見学オフィス・工場・研究所などの職場見学　【交流】社員との座談会　【交流】参加学生との座談会　【その
他】人事や社員による講義・レクチャー　【その他】就職活動に対するアドバイス・レクチャー

インターンシップ参加目的の明確化　インターンシップの内容説明　職業適性・自己理解などを深めるワーク　業界・企業・仕事内容の説明　応募書類の書き方の講義・レクチャー　マナー等社会人基礎の講
習・レクチャー　学生1人ひとりに対する目標設定　人事や社員による講義・レクチャー　その他 フィードバック手法

グループに対する口頭と書面の両方　個人に対する口頭と書面の両方
1時間以上 （2日間以上のプログラムのみ）期間中学生が参加した日は毎回行った

改善活動（自由記述）
プログラム全体を通して意識したことは、下記の4点です。
①【尊重する】　⇒講師が学生を「個」として尊重している態度を示すよう意識した。
・学生の顔と名前を一致させ、「〇〇さん」と名前で呼びかける。
・学生の認識が誤っている際は、すぐ否定せずその根拠を尋ね、異なる視点を示した上で訂正する。
②【情報の全体提示】　⇒情報は全体共有し、重要事項は明文化することで質問の偏りを防いだ。
・単位取得要件や課題の扱い、コロナ影響への対応等、学生にとっての最重要情報を「まず読んで！」というQ&Aで提示する。
・学生、企業それぞれの対応において、共有可能な質問は全体に示すことで、不公平感を無くし様々な内容に対応する時間を増やす。
③【個別対応】
・授業を通して関わり方に問題を抱えている学生、学生生活や進路についての悩みを相談したい学生に対してはキャリアセンターでの相談につなげる。※担当講師はキャリアセンター職員を兼任しているため。
④【改善の模索】　⇒三方良し実現のため、要望と譲歩をぶらさずに運用した。
・運用上の課題は本来主旨に照らして判断した。
・終了後に評価アンケートを実施し、学生と参加企業双方からの要望を確認した。

フォローアップ　事後学習（実施項目）

学生自身によるインターンシップ経験の振り返り・学びの言語化　講義・レクチャー　発表会・報告会　その他
インターンシップ　内容詳細（自由記述）

本学の正課インターンシップは、就職活動前に社会との接点を持ち、企業での就業体験を得て自らの現状と課題を知り、卒業後に向けた学生生活の過ごし方を理解することを目的としています。
一方で、卒業生の約7割が県内就職を希望する現状から、地元の商工会議所連合会の協力を得ることで、県内中小企業の魅力発見及び参加企業側にとっての学生理解の両面で効果を期待できる“三方
良し”プログラムを目指しています。
産学連携プログラムの特色は次の2点です。
①【若年者の採用・育成に意欲的な県内企業の参加】
　⇒千葉県の委託事業である「採用力向上サポートプロジェクト」参加事業所の中で、採用が主目的でなく業界の認知度向上を狙いとする企業等での受け入れを実施している。
・業種の異なる参加企業8社に、自社のインターンシッププログラム内容についての魅力紹介動画（5分程度）を作成いただく。
・「事前研修」内で学生が8社の動画を視聴して審査し、学生目線で忌憚なく評価する。
《メリット》学生：各業界に対する仕事理解の向上／企業：学生への訴求ポイント理解の向上
②【希望する企業×希望しない企業での実習体験＝視野拡大】
　⇒2日間×2社での「働く」体験で業界に対する先入観をなくし、自己の適性に気づき、各企業での働く魅力を見つける課題に取り組む。
・学生が希望する企業3社のうち1社とマッチングする。
・毎回の授業振り返りアンケートと認識する自己の課題に照らして、学生が希望しなかった企業から講師が1社指定する。
・夏季休業中に業種の異なる2社にて延べ4日間の実習を体験する。
《メリット》学生：2日間という負担の無い日程で2社体験することによって、思い込みからの脱却や多様な働き方、社会分業について視野が広がる／企業：短期間で日程が分散することや企業による人数の
偏りがなくなることで受け入れの負担軽減と学生との接触増加が見込める。

参加企業8社（飲食・福祉・IT・卸売・運輸・製造・教育・建設）の業態やコロナ感染リスク等を考慮し、各社の実情に応じた内容で実施しましたが、一部オンラインも含め、全ての実習先で「就業体験」と
「従業員との交流」を必須項目としています。
《実施後アンケートより》
学生：業界への偏見や思い込みに気づけた／各業界で働く人の考えや働き方を知り、自分の適性や新たな可能性が見えた。
企業：新規学卒者採用について前向きに検討できると判断した。

フォローアップ　事後学習（自由記述）
インターンシップ実習の実施後フォローアップは2段階設定しています。
後期授業開始直前に2コマの「事後研修」を行い、大学祭にて「インターンシップ報告会」としてチームによるプレゼンテーションを行います。
①【事後研修：実習の振り返り】　⇒事前課題で2社の実習先に対する「振り返りシート」に取り組み、集合研修でのグループワークで体験したことの共有とインターンシップ全体を振り返る。
・各自の行動目標の達成度と改善点を踏まえ、今後の継続方法を考える。
・経験から得られたことをグループで共有し、今後の学生生活で意識したいことを考える。
・VRTカードソートを受検し、実習での気づきと併せて卒業後の進路探索のヒントを得る。
②【事後研修：プレゼン準備】　⇒報告会はチームでの協働による成果物発表の場と位置付け、同じ実習先メンバーで役割を決め、自主的な活動を促す。
・参加企業ごとに学年やタイプの異なるメンバー3人を講師が人選する。
・採用力向上サポートプログラム講師によるスキル講習でノウハウを学ぶ。
③【インターンシップ報告会】　⇒大学祭という開かれた場で発表する経験を積む。
・主体的に講師への報連相と適宜サポートを求める。

工夫ポイント（自由記述）

教育的効果として経験学習理論の観点から、学生に「体感」させること、自分が取り組んでいることを「意識」させることを重視しました。
【体感させる工夫】
・コロナ禍の影響か、自分の意見を他人と共有する経験に乏しい学生が多かったため、グループでの話し合いや発表の機会を設けた。
・毎回異なるメンバーで多様な価値観に触れられるよう、グルーピングは講師が意図的に介入し、席移動がしやすいアクティブ・ラーニング用の教室を使用した。
・この授業は就活に備えた練習の場であることを強調し、話す態度／聞く態度について折に触れて示すことで、発表への心理的安全性や自主的な意欲の涵養を図った。
　⇒事前研修の初回時と比べ、後半の学生の話す量、話し合い開始までの時間が格段に向上した。
【意識させる工夫】
・授業の冒頭で「本日の目的」を周知し、取り組む内容を目次で示した。また、最後に「本日の振り返り」として目的の再掲と実施内容のまとめを行った。
・毎回の提出課題や実習後のチーム活動においても目的・意図の共有を意識した。
　⇒学内活動や授業においても事前連絡の癖がついた（社会人意識の向上）。当事者意識が見受けられた（報連相等）。

教育的効果（自由記述）

正課インターンシップ受講に当たっての学生アンケートからは、将来やりたいことが分からない、インターンシップに能動的に取り組めないといった不安から履修する者が例年多く見られます。このような背景には、普段学んでいる知識と社会
という実践の場でのつながりが実感できないことが要因の一つだと考えられます。
本プログラムでは、学生が「問題意識を持つ」ことにより、インターンシップで経験する「社会人とのギャップに気づく」ことと相まって、学びに対する意欲が向上することを狙いとし、具体的に事前研修で下記の2点に取り組ませました。
①【授業内容の定着】
　⇒各回の授業終了後、「内容理解度チェックアンケート」（振り返りアンケート）への回答を通して、個人で改めて熟考し、その感想をまとめることで理解を深める。
②【社会の出来事への考察】
　⇒毎週の課題として日刊紙の一面から気になる記事を一つ選び、「選択した根拠」、記事の「要約」、「自分の見解」をレポートにする。
《実施後アンケートから》
・新聞を読んでいたことで社員の方の話題についていけて自信になった。
・自分の意見を求められたが上手く答えられず、もっと勉強しなくてはと思わされた。

協力社員の属性

社長　部長　課長（マネージャー）　主任（チームリーダー）　若手社員　社外の人（お客様、取引先など）　

具体的社員交流
前述のとおり、本プログラムの目的は「社会との接点を持つ」ことであるため、「従業員との交流」を必須項目として参加企業に依頼しています。また、学生に対しては、各実習先での「働く魅力」をインタビュー等
により調査することを実習課題の1つとしています。
具体的な交流例としては、企業の実施プログラムにより異なりますが、下記の項目を通して、学生は働く場で関わる人とのつながりを体験しました。
1.ジョブシャドウイングでの営業同行による現場社員や取引先との交流
2.新メニュー開発での企画開発担当者との交流
3.実習体験での現場社員との交流
4.実習体験でのご利用者様との交流
5.ロールプレイでの現場社員や他大学学生との交流

学生は、自分の興味関心や課題に応じて実習先を選択できるため、実習先での就業体験を通して、社会人の仕事への向き合い方や仕事の提供価値について学び、自分の進路について考える機会を得てい
ます。
《実施後アンケートより》
・様々なバックグラウンドの社員の方が働いていて、未経験でも活躍できる場があることを知れた。


